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◇はじめに －EndNoteプログラムの立ち上げ－ 
 
        をクリックし、プログラムを立ち上げる。 

 

 

 

 

   

EndNoteから、EndNote Programをクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  “Create a New EndNote library”を選択し、任意の名前を入力し、「EndNote Library」を作成

し、任意の場所に保存（デスクトップや My Documentなど） 
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1.PubMedからのデータ取り込み方法 
 ◇PubMedへアクセス（http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?DB=pubmed） 

  あるいは、検索エンジンに、“PubMed”を入力 

 

 

 

 

 

ここでは、「lung cancer」で検索し、 

『Go』をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇PubMedデータのダウンロード方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ダウンロードしたい項目にチェックを入れる。 

・左側のDisplayをMEDLINE形式を選択する。

・Send to欄の右側の矢印からスクロールして、

 Fileを選択。 

「lung cancer」で検索し、『Go』を

クリックします。 
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ファイルのダウンロードを行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 

名前を設定し、デスクトップなど任意の場所へ保存。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PubMedデータをダウンロードしたい EndNote Programを開く。 
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Edit メニューから Import Filters内の Open Filter Managerを選択。 

 （PubMedからダウンロードしたデータを取り込むため。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一覧リストから PubMedを探す。その際、反転表示されている「by name」を選択し、 

 検索することも可能。 
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左にあるチェックボックスに✔を入れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Import Data Flieの Choose Fileよりダウンロードしたいファイルを選択。 

Import Optionから「PubMed」を選択。 

 

 

 

 

 

 

データを取り込んだ画面 
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2.Journal サイトからのデータの取り込み（The Journal of the American Medical 
Associationの例） 
 

CURRENT ISSUEのタブをクリック。あるいは、右隣にある PAST ISSUEをクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダウンロードしたい Articleの左側にあるチェックボックスにチェックを入れる。 
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Articleが掲載されているページにある                   をクリック。 

             をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EndNoteをクリック。 
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ファイルのダウンロード画面が開きますので、「開く」を選択。 

 

 

 

 

 

 

 

 

データを保存したい EndNote ファイルを選択。自動的にデータをダウンロードします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データをダウンロードした画面。 
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3.EndNote を利用した文献の取り込み 
 

 EndNoteから直接データを取り込むためのデータベースを規定する必要があるので、 

Edit メニューの Connection Filesから“Open Connection Manager”を選択。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データベースの一覧の中から「PubMed」を探し、チェックボックスに✔を入れ、画面を閉じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Import Filterの設定の時と同様、“Find”から“by Name”を選択し、データベースを検索する
ことも可能。（P5を参照） 
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EndNote メニューの Toolsから“Connect”をクリックし、PuBMedを選択。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索後を入力し、“Search”ボタンをクリック。 
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ダウンロードしたいレコードを選択し(Ctrl+右クリック)、“Copy References to”をクリック。 

 保存したい EndNote ファイルを選択。（すべて選択する場合は、Ctrl+A） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択したレコードを取り込んだ状態。 
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 4.参考文献リストの作成 
 

Microsoft Wordを使用して、論文を作成。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）Find Citation(s)を使用する場合 

レコードを挿入する箇所にカーソルを合わせる。 

Wordのツールから EndNoteを選択し、“Find Citation(s)”をクリック 
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検索したい語を入力し、EndNote内からレコードを見つけ、“Insert”をクリック。 

（検索語がわからなければ、「a」を入力。全てのレコードが表示。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カーソルを合わせた箇所に番号がふられ、論文の下に、書誌事項が自動的に作成されます。 
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（2）Selected Citation(s)を使用する場合 

参考文献にしたいレコードをクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Wordのツールメニューより EndNoteを選択し、“Insert Selected Citation(s)”をクリック。 
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カーソルを合わせた箇所に番号がふられ、論文の下に、書誌事項が自動的に作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）コピー/貼り付けで行う場合 

使用したいレコードを選択し、EndNoteの Edit メニューから“Copy”をクリック。 
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挿入箇所にカーソルを合わせ、Wordの編集メニューから“貼り付け” をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カーソルを合わせた箇所に番号がふられ、論文の下に、書誌事項が自動的に作成されます。 
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＜補足＞ 知っていると便利な機能 
⑴取り込んだレコードをすべて表示 

EndNote に取り込んだレコードをすべて表示するには、Referencesの“Show All Reference”

をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵挿入したレコードを削除したい場合 

Wordのツールメニューから EndNoteを選択し、“Edit Citation(s)”をクリック。 
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削除したいレコードを選択し、“Remove”をクリック。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶複数のレコードを引用する場合 

Wordのツールメニューから EndNoteを選択し、“Edit Citation(s)”をクリック。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数のレコードを挿入したい箇所を選択し、“Insert”をクリック。 
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レコードをサーチする画面が開くので、検索語を入力。 

（検索語がわからなければ、「a」を入力。全てのレコードが表示。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数のレコードが引用文献として割り振られ、番号も自動的に割り振られます。 

 


